
 

 

 

    

   

    

   

大切な文章に線を引くという学習活動は 

昔から行われていますが、線を引いた場所を 

発表する際は音声情報に偏りがちで 

その情報を聞き逃す子もいるということが 

これまでも課題でした。 

教科書に線を引くという情報を 

手元にあるタブレットPC活用しながら 

リアルタイムで共有することにより 

全員が確実に学習のポイントを 

理解することができます。 

３年生の国語の学習のようすです。 

３年生は今「モチモチの木」という 

物語教材を用いて主人公の心情を 

読みとる学習に取り組んでいます。 

 

大切な文章に線を引き、個人レベルの交流、 

タブレットを活用した学級全体の交流を経て、 

心情を考える活動に取り組みました。 


